
28P1-pm256
p-ノニルフェノール異性体の光学分割とエストロゲン様活性について
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【目的】環境ホルモンといわれている p-ノニルフェノール(NP)は，側鎖構造の違

いによる数十種の異性体混合物であるが，NP 異性体間でエストロゲン様活性に違

いがあることがわかってきている。1),2) 今回，NP 異性体の中でも強いエストロゲ

ン様活性を有する NP-I に着目し，その光学分割および光学異性体間でのエストロ

ゲン様活性について検討を行なった。 

【方法・結果】BF3•Et2O 存在下，フェノールと 3-ethyl-2-methylhexan-2-ol の

Friedel-Crafts アルキル化反応により NP-I（ラセミ体）を得，このラセミ体をキ

ラルカラム(CHIRALCEL OJ-H)を用いた分取 HPLC により光学分割した。さらに，得

られた光学活性体を 2-bromobenzoyl 体に誘導して結晶化し，X 線結晶構造解析に

より絶対構造を決定することができた。また，ラセミ体および光学活性体につい

て，組換え酵母を用いたエストロゲン様活性を検討したが顕著な差は認められな

かった。これまでに構造が明らかにされた NP 異性体のうち，異性体別合成が検討

されていない NP 異性体の合成およびそれらのエストロゲン様活性についても併せ

て報告する。 
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